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未来を背負う若者たち
「若者は未来を背負う」という言葉を、誰もが聞いたことある
でしょう。しかし、現代社会で議論されている様々な事柄を
振り返ると、そこには若者の声が含まれていないことが多い
のです。こうした問題意識のもと、社会問題や民主的な発
展に関心を持つ若者らが集まり、2018年6月に台湾青年民
主協会を創立しました。台湾青年民主協会は、若者の視点
から見た、政策や社会問題に対する提言を行うことによっ
て、若者世代の正義を実現した活発な市民社会の構築を
目指しています。これまでに、若者が帰省して投票できるた
めの交通手段を提供する資金をクラウドファンディングで集
めたり、他の組織と共に香港民主化を求める集会を行った
りしました。また、ワークショップ、キャンプ、公開講座などを
通して若者への主権者教育なども行っています。
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台湾青年民主協会は台湾の18歳選挙権を主張しています。日本では
2016年に18歳選挙権が施行されましたが、2021年9月時点で、台湾
での選挙権は20歳からです。日本も台湾も、現在の有権者の割合は
高齢者が多く、高齢者向けの政策が優先される傾向があります。こう
した傾向は「シルバー民主主義」と言われています。18歳選挙権を導
入して若者世代の票数を増やすことによって、若者世代の声をより政
策に反映させられるようになるのです。台湾青年民主協会は18歳選
挙権を実現させるため、国会議員に対する働きかけや、各地の学校で
講演などを行っています。

18歳選挙権
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日本と台湾の若者世代の投票率は、他の年齢層に及ばないことが多
く、「若者の投票率が低い」ということを誰もがよく耳にするでしょう。
台湾には住民登録という制度がないため投票は戸籍地で行います。
台湾における若者の低投票率の環境的な要因として、仕事や勉強の
ために実家から離れた若者が帰省して投票するための交通費を捻出
するのが難しいということがあるのです。こうした問題に対し、台湾青
年民主協会は2018年の地方自治体選挙と2020年の台湾総統選挙
において、「帰省投票列車」（中国語：青年民主返郷列車）と題したクラ
ウドファンディングを行い、若者が実家に帰って投票するための交通
手段を提供しました。クラウドファンディングの結果、2018年の選挙
では約90万台湾ドル、2020年の選挙では約280万台湾ドルが集ま
り、数千人の若者を「帰省投票列車」に乗せることができました。この
活動は多くのメディアによって報道され、大きな注目を浴びました。
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